






















新調費  金参弐銭   章魚釣一具代 






























































事項特別調査」として刊行された。また、1886年（明治 19）から 1895年（明治 28）にかけて、水産局が『日






















































1851年（嘉永 4）  1862（文久 2）ロンドン万国博覧会 





1873年（明治 6） ウィーン万国博覧会    漁網の編網機と人工ふ化の知識・技術を導入 
1876年（明治 9） 米国独立百年記念博覧会（フィラデルフィア） 
サケの人工孵化、サケ・マスの缶詰製造    北海道に缶詰試験場建設 
1878年（明治 11） パリ万国博覧会    缶詰機械の購入 
1880年（明治 13） ドイツ水産博覧会    水産視察した出張者が帰朝後、大日本水産会の創設に尽力 
1883年（明治 16） ロンドン万国水産博覧会    各種の機器機械類を出品 
1891年（明治 23） 仏蘭西大博覧会    大日本水産会作成魚介図出品 
 
（国内） 
第 1回内国勧業博覧会    1877年（明治 10）東京上野公園にて開催 
  ＊1880年（明治 13）、内務省勧農局水産係が水産課（調整・漁撈・採藻・蕃殖の 4掛）に昇格 
第 2回内国勧業博覧会  1881年（明治 14）東京上野公園にて開催 
  ＊同年、農商務省が新設、農務局内に水産課移管（調整・漁撈・採藻・蕃殖・試製の 5掛） 
    水産博覧会による優良技術の発見・普及の着想も進め始められた頃（二野瓶、1981、p.66） 
  ＊1882年（明治 15）上野公園内に博物館開館（農商務省管轄下、1886年（明治 19）には宮内省に管轄
が移管）、水産に関する収集品も多数含まれた総合博物館であった 
第 1回水産博覧会    1883年（明治 16）東京上野公園にて開催（3月 1日～6月 8日） 
   旧来の優良な技術を開発し、普及することを目的とした。 
   漁業者から学びつつ、漁業者を指導できることは有効な振興策（二野瓶、1981、p.68） 
   出品数 14,581点    出品者 10,557人（うち受賞者 1,132人） 来観者 23万人 
第 3回内国勧業博覧会  1890年（明治 23）初めて水産部が設置 博覧会会期中に水産局廃止 
農業の一部であった水産が独立して初めて水産部ができたので、水産の出品も多かった。（下，1932） 
第 4回内国勧業博覧会  1895年（明治 28）京都にて開催 
第 2回水産博覧会  1897年（明治 30）神戸にて開催 
   出品数 42,247点  出品者 24,031人 






 1883年（明治 16）、上野において第 1回水産博覧会が開催された。四囲環海し、水産業の豊富な日本であ
るが、従来水産業はこれを「陸産業ニ比シ頗ル萎微不振ナルハ畢竟漁民ヲ初メ斯業ニ関係アル者ノ智識開発セ
サルニ」あった。そのため、農商務卿は 1881年（明治 14）から水産博覧会開設の準備に入り、1883年（明

















務であるとして、第 4回内国勧業博覧会（1895年、明治 28年、京都）に引き続いて、明治 30年 9月 1日か



























  摂津国   播磨国   淡路国 但馬国 淡水 
    1 2 3       
網漁具 12 30 5 33 26 17 38 
釣漁具 6   23   22 9 11 
雑漁具 1   10   4 8 7 

















  漁獲魚類・漁期（陰暦） ➔ 生物の季節性 
構造 ➔ 漁具・漁法論（漁網・釣具・その他） 
新調費 ➔ 当時の経費 課税の状況 
漁船（新調費を含む） ➔ 漁法論 和船の構造 
使用場 ➔ 地域研究（漁場の認識） 漁業者の環境知 
使用法 ➔ 行動論的把握（漁業活動の生態） 漁業者の環境知 
＊地域の漁具数などの数値情報を知るには限界がある。そこで、他の資料（たとえば、下の兵庫
県漁業慣行録のデータなど）とのつき合わせがぜひとも必要となる。 
使用図を読み解く ➔  漁業活動、魚の生態、当時の漁業者のいでたちなど 
            絵師は誰か？ 




















 表 2 1886 年（明治 19）における兵庫県内の漁具数 
  摂津国 播磨国 淡路国 但馬国 計 
曳網類（統） 90 189 762 84 1125 
刺網類（〃） ― 116 170 625 911 
建網類（〃） 1636 6609 23460 ― 31705 
繰網類（〃） 674 1990 4746 203 7613 
敷網類（〃） 20 341 187 75 623 
旋網類（〃） 9 82 254 12 357 
抄網類（〃） 21 72 190 172 455 
掩網類（〃） 20 239 40 5 304 
手釣類（本） 363 17280 14674 5301 37618 
縄釣類（桶） 335 16127 4459 1589 22510 
叉鉤類（挺） 56 7786 2020 2175 12037 
挟捩類（〃） ― 20 912 158 1090 
笱簄類（個） 28 2529 1271 ― 3828 


















 捕獲魚類：チヌ 産卵は春の彼岸ころ 
      孵化後 1年で 5寸（15cm）、30匁（110g）  
3年目で 8寸（24cm）、百目（375g）、 




 構造：親縄（麻の二子撚り） 1桶分は 900m 
    枝縄 麻の二子撚り 長さ 2尋（3m） 
 親縄 10尋（15m）ごとに 1本の枝縄（総数 60本） 
    1艘分は 15桶 
    釣鉤は鉄製 1桶分 60本 












 漁期：8月～10月  出漁日数 90日間 
 餌料：エビ 
 構造：親縄 1桶分の長さは 500尋（750m）  枝縄とも約 600目（2.25kg）の麻を要する 
二子撚り 長さ 2尺（60cm）親縄 2尋（3m）ごとに枝縄 総数は 280本 





 新調費：2圓 60銭 
 使用場：当村の沖合 陸から 3、4町（330～440m） 
字「ガラ」と称するところ 海底は岩礁  
海藻類が多く、水深 7、8尋（10～12m） 





      但潮ノ上リ下リ共ニ使用スト雖モ下リ潮ノトキヲ尤モ可トス 
漁獲分配法：漁獲金高より餌代を引き、残金のうち 3分を漁具主へ収め、残り 7分を船子に分配 
 
カレイ延縄（神戸市葺合村） 
捕獲魚類：カレイ  産卵期は 6月   
漁期は 9月から 10月頃まで  出漁日数 60日 
餌料：エビ（生き餌）の殻をはぎ取って用いる 
構造：１桶の長さ 560尋（840m） 重さ 300目（1100g） 
  親縄 560尋  枝縄 麻糸（2筋合せ） 
長さ 2尋（3m） 親縄 2尋ごとに 1本 
  釣鉤は真鍮製  縄桶 高さ 3寸 3分（10cm） 
径 1尺 4寸 5分（44cm） 
新調費：1具 1圓 30銭 






 漁獲分配法：漁獲金高より餌代を引き、残金のうち 3分を漁具主へ収め、残り 7分を船子に分配 
 
ハゼ延縄（武庫郡西ノ宮町） 
 捕獲魚類：ハゼ、カレイ  産卵時期はハゼが 3月頃 
カレイが 11月頃 
 漁期：11月から翌年の 2月まで  出漁日数は 40日間 
 餌料：小エビ 小イワシ類 
 構造法：親縄 麻糸 三子撚リ  径 1分（3mm） 
 長さ 400尋（600m）で 1桶  20桶を使用 
     枝縄 長さ 1尺 2寸（36cm）のテグスを繋ぎ、 
180本を親縄 2尋 1尺（330cm）ごとに結ぶ 石は 200匁（750g）を最初に縄をはえる時に付け 
ておろす  手元には端縄（麻縄 1尺）釣鉤 鉄製  縄桶 高さ 6cm 径 42cm 杉製 底部は 
麻糸で篩のように編む 
 新調費：1桶分 1圓 13銭 
 保存法：柏皮にて染めたもの  使用年限 １カ年 
 使用場：陸からの距岸距離は 20丁（2200m） 深さ 5尋（7.5m） 海底は泥土 










 構造：親縄 200尋～230尋／鉢（3000～3500m） 
麻縄 
    枝縄 麻糸 
    釣鉤は真鍮製 
    石 1個 500匁（1875g） 
    縄鉢 高さ 2寸（6cm） 径 1尺 3寸（39cm） 
    鉢縁ニ藁ヲ束ネタルモノヲ附シ之ニ釣鉤ヲ刺シ置クモノトス 
 新調費：1鉢代  4圓 86銭  使用年限 1年 
 使用場：明石瀬戸中央ニシテ明石港ヨリ藤江沖迄又江井島沖ヨリ加古郡古宮阿閇村字大磯筋ノ間ニシテ深サ
六十尋乃至百十尋  海底砂泥 
 使用法：一艘ニ漁夫五人延縄十鉢ヲ搭載順次繋キ合セテ拼終リ一夜ヲ経テ曳揚ク又時トシテ一潮毎ニ曳揚ク
ルコトモアリ 




 漁期：周年 5月から 7月までが最好期 
 餌：アブラメ、小タコの切り身 
 構造：1鉢の長さ 500尋（750m） 
親縄、枝縄とも麻糸 枝縄は 3尋（4.5m） 
のものを親縄 12尋（18m）ごとに 1筋 
     釣鉤は鉄製 
    沈子 1個の重量は 160匁（600g） 
    浮樽 径 8寸（24cm）、高さ 1尺（30cm） 
    沈石 1個の重量は 150匁～160匁（560～600g） 
    縄鉢 フカ延縄と同じもの 
 新調費：1鉢代 1圓 20銭 使用年限 1年 









    1鉢の長さ 170、80尋（255～270m）～ 
200尋（300m） 
    親縄 麻 五子撚   枝縄 3尋（4.5m） 




    沈石 1個の重量 150匁（560g）のものを親縄の 2、3ヵ所に付す 
    縄鉢 フカ延縄に使用するものと同じ 
新調費：1鉢代 90銭  使用年限は 2年 










構造：底延縄 1鉢の長さ 250尋（375m） 
親縄 麻 五子または六子撚    
枝縄 麻 二子撚 長さ 1尋半（2.3m）を親縄 3尋（4.5m）ごとに付ける 総数 70條 
釣鉤 鉄製   石 重量 150、60匁（560～600g）3個 
浮樽 径 6寸（18cm） 高さ 7寸（21cm）  縄鉢 フカ釣に同じ 
新調費：1鉢代 １圓 20銭  使用年限 1年 





捕獲魚類：タイ   漁期 5月 1日～11月 5日 
 大きさ 140、50匁～3貫（525g～11kg以上） 
餌料：テナガダコまたはイカを生餌として使用 
構造：中層延縄  1鉢 250尋（375m） 
親縄 麻 五子撚  250尋を 20鉢 
  枝縄 麻 長さ 2尋半（3.75m）  
親縄 10尋（15m）ごとに 1條を付す 
   釣鉤 鉄製  1鉢の総数 25個 
   沈錘 石 1個の重量は 200匁（750g） 
   縄鉢 フカ延縄に同じ 
新調費：1鉢代 2圓 50銭 
     使用場：本郡の沖合 深さ 8尋（12m）から 120尋（180m）  使用年限 2年間 
 使用法：1艘に漁夫 3人 20鉢くらいを搭載 
潮ノ八重ヲ待テ延ヘ順次延ヘ了リ大潮ノ時ハ二時間位ヲ経テ曳キ揚クルモノトス又十月頃ニ至レ 
ハ一夜或ハ一日ヲ経テ曳揚クルモノトス 
 漁獲及分配法：漁獲高は 1期間 200圓から 60圓くらい  分配は舩を 1人として各自平等に分配 
 
ノソ延縄（新濱） 





構造：底延縄  1鉢の長さ 200尋～230尋（300～345m） 
    親縄 但馬麻  枝縄 麻 長さ二尋 麻糸 1尺 
    枝縄 麻 2尋（3m） 1尺 3寸（40cm）のもの 
    を各枝縄に付す  各 10筋 
    釣鉤 鉄製  縄鉢 フカ釣と同じ 
新調費：1具代 4圓 10銭  使用年限 1年 
使用場：字鹿ノ瀬または一ノ谷の沖合 
深さ 8尋～110尋（12m～165m） 
使用法：1艘に 3人乗り組み  延縄は 20～25鉢 





捕獲魚類：チヌ（クロダイ） ハネ（スズキの未成魚） タイ カレイ ハモ アナゴ ハマチ  
    漁期は春彼岸より 11月まで 
 釣餌：チヌ、タイ、ハネはアナゴやコエビを使用  ハモはアブラメの生餌およびアジ、コダイ  ハマチ
はイナ（ボラ）  アナゴはイカナゴまたはサイラを用いる 
 構造：親縄 但馬麻 五子撚 長さ 1鉢 400尋（600m） 
  枝縄 麻 2尋半ないし 3尋（3.75～4.5m）を 
  40條ないし 50條  ただしアナゴ縄は 200條をつける 
釣鉤 タイ拼縄に用いるものは朝鮮釣と称する   
浮樽 径 8寸（24cm） 高さ 1尺（30cm）    





拼縄鉢 高さ 2寸（6cm） 径 1尺 3寸（40cm） 
 新調費：1鉢代 81銭 3厘（アナゴ縄は 80銭ないし 1圓）  使用年限 1年 その後は損所を取り換え 
 漁舩：本郡二見村の地曳網舩に使用する「カリコ船」を使用  新調費 31圓 











 漁期：周年 夜漁 





ワシ、小アジ、小サバの生餌  二百十日より 11 月下旬まではヒラゴイワシの生餌またはイカの切
肉を使用する 
 構造：底延縄 1鉢に親縄 450尋（675m）  16鉢を連接して一延とする 
      元縄 麻縄 長さ 80尋（120m）  枝縄 2尋（3m）を親縄 11尋ごとに付ける  碇は木製   
        釣鉤は真鍮製 浮樽 高さ 1尺 8寸（54cm）、径 1尺 5寸（45cm） 
 使用場：距岸距離 20町（2200m）の字アヲナ瀬および松崎の沖合 




 捕獲魚類：タイ  周年昼夜使用 
 餌料：春～冬の間ユウ、ヒシボイカ、ミミイカ、エビ 
   夏はキゾ（キュウセン）、ミミイカ、エビ、 
秋はイイダコ 
 構造：底延縄  親縄 1鉢 200～450尋（300～675m） 
12鉢を連接  枝縄 2尋（1.5m）のものを親縄 
12～15尋（18～22.5m）ごとに 1條を付す   
枝縄の長さは 1尋半（2.25m）  元縄 麻縄  
径 1分（3mm） 長さ 80尋（120m）   
釣鉤は鉄製 沈錘 石 1個 50匁（190g） 
枝縄 6條ごとに 1個据える   浮樽 高さ 1尺 7寸（51cm） 径 1尺 5寸（45cm） 1個 






 漁獲魚類：フカを主とする  その他、ハモ、エイ  大は 5貫（19kg） 小は 5百匁（1.9kg）   
漁期は節分後 50日から八十八夜まで  夜漁 
 餌料：タコあるいはトツカアジ（マアジ） 
 構造：底延縄  親縄 1鉢の長さ 200尋（300m）のものを 16鉢～20鉢使用  麻縄  枝縄は長さ 3尋
（4.5m）のものを親縄 12 尋（18m）ごとに 1 條付す 計 16條  釣鉤は鉄製  石は重量 150匁
（560g）のものを枝縄 2條ないし 3條ごとに付す 碇石は 3貫匁（11.2kg）くらいのものを 2個使用 
浮樽 1斗（18l）入りを 1個 元縄 80尋（120m） 





 捕獲魚類：エイ（ゑひ）  漁期は一定の期はない  昼夜ともに使用する 
 餌料：節分後 60～100日はイカナゴ 2、3尾を生餌とする  二百十日から 10月下旬まではヒラゴイワシ
を生餌として用いる 
 構造：底延縄  親縄 麻縄 1鉢 180尋（270m）のものを 5～12鉢  枝縄 麻縄  長さ 2尋（3m）
のものを親縄 10尋（15m）ごとに付し 1條とする 総数 18條  釣鉤は鉄製  元縄 径 3分長
さ 80尋（120m） 浮樽 1斗入  石は 40匁（150g）のものを枝縄 6條ごとに 1個付す  碇は木製 
 





 捕獲魚類：ブリ  漁期は春の彼岸より八十八夜まで   昼夜の間断なく使用する 
 餌料：イカナゴ 
 構造：親縄 麻縄 200尋（300m） 底に延べる   枝縄 麻縄 各 2尋（3m） 親縄 6尋（9m）ご
とに付す   釣鉤は鉄製  浮樽は高さ 1尺 8寸（54cm）径 1尺 5寸（45cm）  石は約 80匁
（300g）を枝縄 3條ごとに 1個つける 





 捕獲魚類：グチ  漁期は 11月上旬から春の彼岸まで  大は 100匁（375g）、小は 50匁（190g） 
 餌料：イワシ、ホシイカ、生サヨリの切肉 
 構造：親縄 麻縄 50～200尋（75～300m）  枝縄 麻縄 各長さ 4尺（120cm）のものを 1鉢の親縄
に付す 200條   釣鉤は鉄製   元縄は長さ約 80尋（120m）  浮樽 1斗（18l）入り 1個   
石は 100～300匁（375g～1130g）を枝縄 4條ごとに 1個つける 





 捕獲魚類：トラハゼを主とする その他キスを混獲  漁期は 11月から春の彼岸まで 
 餌料：塩サヨリ、小エビ、イカナゴ切肉を使用する 
 構造：親縄 麻縄 150尋（225m）を底延  枝縄 麻縄 長さ 2尺（60cm）のものを 180條  釣鉤 
は鉄製  元縄 麻縄 長さ 80～120尋（120～180m）  浮樽は 1斗入り 1個  碇 木製 




 捕獲魚類：アナゴを主とする その他としてガシラ（カサゴ）、アブラメを混獲  漁期は 10 月から春の
彼岸まで  大は 250匁（940g）、小は 30匁（110g） 
 餌料：イワシ、イカナゴ、サヨリなどを使用する 
 構造：枝縄 麻縄 80尋（120m） 底延縄  枝縄 麻縄 各 3尺（90cm） 釣鉤は鉄製   
元縄 麻縄 80～120尋（120～180m）  浮樽は 1斗入り 1個 




















 コナワ MN-6の事例（1979年 7月 10日） 




4：15  ナガイソ到着（敷設場所の決定 時間の確定） 
ヤマタテ・ヤマノクイアイを見る 
4：23 縄入れ開始 シオノボリからシオサゲへ 
4：38 他船（僚船）と競合 縄入れ場所を修正 
4：43 縄入れ終了 最初の浮標へ 
4：50 縄揚げ開始 
5：52 縄揚げ終了 帰港へ 






     図 延縄の漁業活動時間（1979年 11月） 
 
  漁業は、海での仕事だけをいうのではない。 
    出漁準備（餌づけ） 
    海上での活動（上記のいわば狭義の漁業活動） 
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